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商品要件の見直しについて

第17回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料３

２０１８年９月２１日

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局



1

課題 これまでの議論の方向性 小委における論点

3-1
一般送配電事業者と発電・
小売事業者間の契約・精算
プロセス

 ΔkWは調達段階の商品区分で
精算

 kWhはユニット単位のkWhで
V1/V2単価により精算

 TSO-BG間の契約・精算プロセス
およびスケジュール

 アグリゲーターに係る計量方法と
精算方法

3-2
余力活用に係る具体的な
仕組み

 年初に公募に基づく契約を行う  容量市場におけるリクワイアメント等
を前提とした余力活用の具体的な
仕組みの検討

 kWh単価の登録および変更時期

3-3 商品設計

 商品区分、商品の要件は意見募
集のとおり

 意見募集を踏まえた要件の確定

 新たなリソースを踏まえた際に、取り
決めておくべき事項の整理（DRに
おけるベースラインの考え方など）

3-4
調整力を確実に調達する
ための調達スケジュール

 三次調整力②：前日スポット後

 上記以外 ：週間

 三次調整力②以外の調達時期

 FIT①発電計画見直しの動向を
踏まえた三次調整力②調達量等
の検討

[今回の議論] 課題3-3のうち、意見募集等を踏まえた要件の設定について議論

出所）第5回制度検討作業部会（2018.7.31）資料3を基に作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

本日の議題

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html
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 第１回需給調整市場検討小委員会にて、委員から、市場に参入を検討している事業者にとって関心が高いと考えら
れる商品の要件や取引スケジュールについて、事業者の意見を広く聞いたほうがよいのではないかとの意見を頂いた。

 これを受けて、意見募集を実施した結果、商品の要件のうち、再検討が必要な項目が明らかになったことから、前回の
本作業会において、これらの項目を取りまとめたところ。

意見募集結果を踏まえた商品要件の再検討について

出所）第４回需給調整市場検討小委員会（2018.5.23）資料2
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html
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（余白）



4（参考）需給調整市場に関する意見募集結果（詳細）（１/２）

出所）第４回需給調整市場検討小委員会（2018.5.23）資料2
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html


5（参考）需給調整市場に関する意見募集結果（詳細）（１/２）

出所）第４回需給調整市場検討小委員会（2018.5.23）資料2
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html
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一次・二次調整力（ＧＦ・ＬＦＣ※１）
二次調整力②

（ＥＤＣ※2－Ｈ）
三次調整力①

（ＥＤＣ※2－Ｌ）
三次調整力②
（低速枠）

一次調整力
（ＧＦ相当枠）

二次調整力①
（ＬＦＣ※1）

指令・制御 － 指令・制御 指令・制御 指令・制御 指令

回線 － 専用線等 専用線等 専用線等 簡易指令システム等も可

監視の通信方法 オンライン オンライン オンライン オンライン オンライン

応動時間 10秒以内 5分以内 5分以内 15分以内 45分以内

継続時間 5分以上 30分以上 30分以上 商品ブロック時間（4時間） 商品ブロック時間（4時間）

供出可能量
(入札量上限)

10秒以内に
出力変化可能な量とし、

機器性能上の
GF幅を上限とする

5分以内に
出力変化可能な量とし、

機器性能上の
LFC幅を上限とする

5分以内に
出力変化可能な量とし、
オンラインで調整可能な

幅を上限とする

15分以内に
出力変化可能な量とし、
オンラインで調整可能な

幅を上限とする

45分以内に出力変化可
能な量とし、オンライン(簡
易指令システムも含む）
で調整可能な幅を上限と

する

最低入札量 5MW 5MW 5MW 5MW 1MW

刻み幅
（入札単位）

1kW 1kW 1kW 1kW 1kW

応札が想定される
主な設備

発電機・
蓄電池・ＤＲ等

発電機・
蓄電池・ＤＲ等

発電機
蓄電池・DR等

発電機
ＤＲ・自家発余剰等

発電機
ＤＲ・自家発余剰等

商品区分 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ

本日ご議論いただきたい事項

 意見募集結果を踏まえ、商品の要件確定にあたり、本日以下の点についてご議論いただきたい。

論点１：商品の分割

論点５：ブロック時間の短縮

論点6：最低入札量の低減

論点２：簡易指令システムの許容

論点４：応動時間の延長

論点７：追加要件の設定検討

論点３：オフラインの許容



7（参考）需給調整市場における商品の要件

出所）第３回需給調整市場検討小委員会（2018.4.27）資料5-2-1
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html
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 旧一般電気事業者以外の電源は専用線が敷設されていないため、二次①へ参入を検討している新規参入事業者
から、一次と二次①を別商品にしてほしいとの意見があった。

（論点１）一次及び二次①の分割に関する意見募集結果について

出所）第15回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2018.6.20）資料2 参考資料
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html
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 当初は、複数の調整機能を具備した既設の発電機は一次のみを機能ロックできないものが大半であり、商品を分割
することでこれらの発電機を有する事業者が参入を回避するのではないかという点を懸念し、一体商品を設定した。

 また、一体商品とすることで、必要量を個別に算出するよりも不等時性により必要量を減らすことができるため、調達コス
トの低減も期待していた。

 その後の検討により、複合約定ロジックの構築によって、調整力の細分化による調達量の増加に対し調達コストの低減
が可能になること及び余力活用の仕組みを設けること等を踏まえて、一次及び二次①の商品区分を分割してはどうか。

（論点１）一次及び二次①の分割について

出所）第３回需給調整市場検討小委員会（2018.4.27）資料4
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html


10（論点２）二次①～三次①における簡易指令システム適用に関する意見募集結果について

 専用線等の設置はコスト負担が大きく、簡易指令システムの適用を拡大できないかとの意見があった。

出所）第15回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2018.6.20）資料2 参考資料
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html
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 三次②については、指令・制御に対して応動するまでの時間が十分に長いことから、運用者による手動での操作を許容
し、中給システムと直接接続しない簡易指令システムも可としてきた。

 一方、簡易指令システムを二次①～三次①のような速度の速い調整力に適用する場合、中給システムと接続する必
要があるが、接続の可否を判断するにあたり、中給システムが重要インフラであることを踏まえると、サイバーセキュリティの
観点が重要である。このため、セキュリティ確保のために、通信回線の要件を専用線としていた。

 他方、簡易指令システムと中給システムの接続可否については、サイバーセキュリティの観点から国で検討中であるところ。
今後、国での議論の結果をふまえ、通信回線の要件見直しについて、改めて検討してはどうか。

 なお、仮に中給システムと簡易指令システムの接続が可能となった場合においては、監視の通信プロトコルや監視間隔
等も含めて、別途検討が必要。

（論点２）二次①～三次①における簡易指令システムの適用について

【中給～簡易指令システム～事業者・アグリゲーター等を含めたセキュリティの検討範囲】

一般送配電事業者
中給システム

簡易指令システム

通
信
回
線

通
信
回
線

事業者・アグリゲーター
側システム

各リソース

【一般送配電事業者側のシステム】 【事業者・アグリゲーター側のシステム】

通
信
回
線
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 一次は自端制御であるため、中給システムへの接続に伴う通信コスト増を考慮すると、オンライン監視は不要ではないか
との意見があった。

（論点３）一次の監視の通信方法に関する意見募集結果について

出所）第15回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2018.6.20）資料2 参考資料
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html
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（余白）
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 専用線は、応動の監視及び指令制御のそれぞれに必要となることから商品の要件として設定しているが、一次について
は、自端制御であることから監視についてのみその設置が必要である。監視の目的には大きく以下２点がある。

 中給では、需要の変動を直接計測することができないため、一次を含む発電機の出力の合計値をエリア需要とし
てとらえ、この中で時間内変動も把握している。これに周波数偏差を考慮して、調整力の発動に必要な発動指
令を行うことで周波数調整を行っている。

 また、必要量を算出する際にも、発電機の出力実績から時間内変動を分析することでその算出を行っている。
今後は応動の検証を行うためにも実績の分析が必要となる。

 こうした点を踏まえると、仮にオフラインを許容した場合、その出力値が把握できないため、エリア需要の算定精度が低
下し、運用及び必要量の分析に影響が出ることが考えられる。そのため現行の発電機同様、オンラインで出力実績を
確認することが必要であるとしてきた。

 今回改めて、一次調整力の監視をオフラインにすることの可否を考えた場合、必要量の算出や応動の検証については、
別途、調整力の提供者から周波数及び出力値のデータなどを後日提出してもらうことで、対応できると考えられる。

 他方、中給で需給調整を行うためのエリア需要値の把握の精度については、オフラインにすると低下する。
ただし当面は新たに参入する事業者が少ない可能性があることを考えると、新規参入を促す観点から、オフラインによる
接続容量の上限(オフライン枠）を設けることで、一部はオフラインとすることは許容できるのではないか。

 以上より、一次については、事後にデータを提出してもらうことを前提に、オフライン枠を設けることとしてはどうか。

 なお、データの提出にあたり、周波数変動の計測及びデータの信頼度を担保する仕組み、オフライン枠の量等、具体的
な点については今後別途定めることとしてはどうか。

（論点３）一次の監視の通信方法について



15（参考）需要データの使用例（ARの算定）

出所）第2回調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2017.4.26）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_02_haifu.html
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 一次及び三次②の応動時間を延長できないかとの意見があった。

出所）第15回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2018.6.20）資料2 参考資料
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html

（論点４）三次②における応動時間の変更に関する意見募集結果について

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html
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 三次②は前々日のFIT予測値から実需給断面の1時間前であるＧＣまでの需給調整に対応した調整力であり、その
発動時間は、ＧＣ時点（1時間前）から一般送配電事業者のシステム操作時間を考慮する必要がある。

 一般送配電事業者にてシステム操作時間を検討した結果、操作時間は15分程度を要することから、三次②の応動時
間は、原案の通り45分としてはどうか。

（論点４）三次②における応動時間の変更について

実需給1時間前

(GC)

調整力電源等が立地
するエリアのTSO中給

調整力を必要とする
エリアのTSO中給

・状況判断
・指令操作

三次②調整力
受信 発動

発動時間：45分

発動指令

簡易指令端末

発動判断

45分前

低速枠発動
支援端末

低速枠発動
支援端末

15分

広域需給調整ｼｽﾃﾑ(運用)
[低速枠発動支援機能]
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出所）第１回需給調整市場検討小委員会（2018.2.23）資料4
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html

（参考）各調整力の発動を指令して需給調整するイメージ

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html
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出所）第１回需給調整市場検討小委員会（2018.2.23）資料4
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html

（参考）ＦＩＴ予測誤差に対する調整力の確保

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html


20

 ブロック時間（＝三次①及び三次②における継続時間）について、短縮できないかといった意見があった。

出所）第15回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2018.6.20）資料2 参考資料
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html

（論点５）ブロック時間の短縮について

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html
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 容量市場におけるアグリゲートに関するリクワイアメントでは、平常時および需給ひっ迫時ともに、継続時間を3時間
としている。

 容量市場にアグリゲートで参入する事業者がリクワイアメントを果たす場として、需給調整市場を活用することも考え
られる。

 そのため、需給調整市場の継続時間（＝ブロック時間）も4時間から3時間に短縮してはどうか。
（3時間×8ブロック）

（論点５）ブロック時間の短縮について
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出所）第14回容量市場の在り方等に関する検討会（2018.8.9）資料4
http://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2018/youryou_kentoukai_haihu14.html

（参考）容量市場におけるリクワイアメントについて（平常時）

http://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2018/youryou_kentoukai_haihu14.html
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出所）第14回容量市場の在り方等に関する検討会（2018.8.9）資料4
http://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2018/youryou_kentoukai_haihu14.html

（参考）容量市場におけるリクワイアメントについて（需給ひっ迫時）

http://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2018/youryou_kentoukai_haihu14.html
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 アグリゲーターの新規参入促進の観点から、各商品について最低入札量を低減できないかとの意見があった。

出所）第15回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2018.6.20）資料2 参考資料
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html

（論点６）最低入札量の低減について

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_15_haifu.html
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 専用線の敷設及び中給システムへの接続対応による一般送配電事業者のコストや専用線敷設による参入事業者のコ
ストを鑑み、現在の調整力公募と同様の水準として、最低入札量を５ＭＷとした。

 その後、意見募集を実施した結果、最低入札量の引き下げに関する要望が多数の事業者から挙がった。

 これらの事業者の多くは専用線の要件緩和（＝簡易指令システムの適用）についてもあわせて要望しており、こうした
事業者の一部は、制御可能なリソースの規模が小さいため、初期投資額低減の観点から専用線の要件緩和を要望し
つつ、より小さい容量での参入を希望しているものと考えられる。

 二次①～三次①については、サイバーセキュリティの観点から中給への接続にあたり現時点では専用線の敷設が求めら
れており、参入事業者及び一般送配電事業者双方に設置コストがかかるため、投資回収の観点から最低入札量は一
定規模の容量が必要である。

 こうした点を踏まえると、自端制御である一次については、監視の通信方法にオフラインを許容することを前提とすれば専
用線が不要となるため、参入容易性の観点から、最低入札量を1ＭＷに引き下げてもよいのではないか。

 他方、二次①～三次①については、中給への接続にあたり現時点では専用線の敷設が求められていること、また、その
場合、投資回収の観点から一定程度の事業規模が必要となることを踏まえると、原案通り５ＭＷしてはどうか。

 ただし、サイバーセキュリティ上の問題が解消され、簡易指令システムと中給システムの接続が可能となった場合には、最
低入札量の引き下げについて、改めて検討することとしてはどうか。

（論点６）最低入札量の低減について
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 商品の要件を検討するにあたり、これまでの需給調整市場検討小委員会や本作業会、意見募集結果等において、
並列要否および指令・監視間隔を商品の要件に追加してはどうかとの意見をいただいた。

 今回の変更にあわせて、これらの項目を商品の要件に追加してはどうか。

（論点７）追加要件の設定について
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 （監視間隔の要件設定）
21ページの調整力の調達・運用方法のところで、もう少し詳細な情報が必要だと思っていて、監視方法と言った方が

適切なのかもしれないが、実際に運用している断面で電源やDR、蓄電池がどう動いているのかというのを、どれぐらいの
頻度で中給が監視しようと考えているのかが明らかになっていないのではないか。今までは電源だけが見られていたので、
中給と直接繋がって全部リアルタイムで見えるという状況だったのかもしれないが、今後の分散型電源を考えると、例え
ば電源が動いているか動いていないかというだけの情報だけで済むのか、kW値として必要なのか、それがどのくらいの時
間の粒度で必要なのかという情報が明らかにならないと、アグリゲーターがどういったシステムを構築すべきかの設計ができ
ないので、そういう情報を検討いただきたい。（第15回本作業会 佐久間オブザーバーご発言）

 （ベースラインの詳細設定）
「需給調整市場における商品の要件」に記載された応札が想定される主な設備にＤＲ等があるが、ＤＲの場合の

ベースライン設定方法について、その具体的な内容を早期に整理してはどうか。（意見募集における事業者意見）

 （並列要否に関する意見募集結果）
二次調整力①（ＬＦＣ）は「落札コマでの発電機等の状態」として「発電機：並列が必須」とされているが、落札

したコマの前までに事業者自ら発電機を並列させて準備することが要件となる、という理解でよいか（意見募集におけ
る事業者意見）

商品要件の追加設定に関する意見について
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出所）第5回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2017.8.18）資料2
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_05_haifu.html

 本作業会において、中間点の設定については、将来的な課題として整理していた。

商品要件の追加設定に関する意見について

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_05_haifu.html
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出所）第17回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2017.5.26）資料2
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_17_haifu.html

（参考）離散制御および連続制御におけるステップ状の出力変化について

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/chousei_sagyokai_05_haifu.html
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 一次～三次①は短い指令間隔で発信される指令に追従して周波数維持を行うものであり、例えば、立ち上がりまでの
時間が遅く、立ち上がりが速いステップ状の調整力が増えるなどすれば、周波数が乱れる要因となりえる。

 他方、三次②は、応動時間が各コマの時間より十分長いこと、30分とコマ単位の発動であることから、従来、電源Ⅰ´、
卸市場と同等の能力であればよいと考えられる。

 このことから、現状の電源Ⅰ´等と同様、三次②における中間点等の設定は不要と整理してはどうか。

 なお、一次～三次①については、周波数品質確保の観点から、中間点や出力変化率等の設定について引き続き検討
していくこととする。

中間点等の設定について



31商品の要件

 これまでの検討を踏まえて、商品の要件を次ページの通り変更してはどうか。
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一次調整力
（○○○）

二次調整力①
（○○○）

二次調整力②
（○○○）

三次調整力①
（○○○）

三次調整力②
（○○○）

指令・制御
オフライン

（自端制御）
オンライン

（LFC信号）
オンライン

(EDC信号)
オンライン

(EDC信号)
オンライン

監視
オンライン

（一部オフラインも可）※２ オンライン オンライン オンライン オンライン※2,5

回線 専用線※1

（監視がオフラインの場合は不要）
専用線※1 専用線※1 専用線※1 専用線 または

簡易指令システム

応動時間 10秒以内 5分以内 5分以内 15分以内※3 45分以内

継続時間 5分以上※3 30分以上 30分以上 商品ブロック時間(3時間) 商品ブロック時間(3時間)

並列要否 必須 必須 任意 任意 任意

指令間隔 －（自端制御） 0.5～数十秒※4 1～数分※4 1～数分※4 30分

監視間隔 1～数秒※2 1～5秒程度※4 1～5秒程度※4 1～5秒程度※4 未定※2,5

供出可能量
(入札量上限)

10秒以内に
出力変化可能な量
（機器性能上のGF幅
を上限）

5分以内に
出力変化可能な量
（機器性能上のLFC幅
を上限）

5分以内に
出力変化可能な量
（オンラインで調整可能
な幅を上限）

15分以内に
出力変化可能な量
（オンラインで調整可能
な幅を上限）

45分以内に
出力変化可能な量
（オンライン(簡易指令
システムも含む）で調整
可能な幅を上限）

最低入札量 1MW 5MW※1,4 5MW※1,4 5MW※1,4 1MW

刻み幅（入札単位） 1kW 1kW 1kW 1kW 1kW

応札が想定される
主な設備

発電機・
蓄電池・DR等

発電機・
蓄電池・DR等

発電機
蓄電池・DR等

発電機
DR・自家発余剰等

発電機
DR・自家発余剰等

上げ下げ区分 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ

今回の見直しを反映した商品の要件

※1 簡易指令システムと中給システムの接続可否について、サイバーセキュリティの観点から国で検討中のため、これを踏まえて改めて検討。
※2 事後に数値データを提供する必要有り（データの取得方法、提供方法等については今後検討）。ただし、中給システムとオンラインで接続している場合は不要。
※3 沖縄エリアはエリア固有事情を踏まえて個別に設定
※4 中給システムと簡易指令システムの接続が可能となった場合においても、監視の通信プロトコルや監視間隔等については、別途検討が必要。
※5 簡易指令システムには上り情報を送受信する機能は実装されていない。現時点ではDRの参入がその大宗を占めることが想定され、エリア需要値の算定に影響は生じない

が、今後、VPP等の発電系が接続することでエリア需要の算定精度が低下することが考えられるため、上り情報が不要な接続容量の上限を設ける等の対応策を検討。

赤字：変更点



33今後の検討課題について

 商品の要件について、今後検討すべき課題は以下の通りではないか。

 セキュリティが確保された場合の簡易指令システムの適用範囲

 ベースラインの詳細設定

 中間点などの設定

 一次におけるオフライン枠の上限設定


